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〈解　説〉
MOTにおける学術フロンティア研究成果の活用
　　On　a　Trial　Application　of　the　Results
of　the　Academic　Frontier　Research　to‘MOT’
　　　　　　山下　洋史☆・大石　芳裕☆☆
Hiroshi　Yamashita　and　Yoshihiro　Oishi
1．はじめに
　現在，科学技術の高度化と企業経営のグローバル化・情報化が同時並行的に進展する中，技術
者に対しても経営的センスが要求されるようになり，MOT（技術経営；Management　of　Tech－
nology）が多くの大学・大学院でクローズアップされている。　MOTは，文部科学省主導の教
育プログラムではなく，経済産業省主導であるところに大きな特徴があり，このことからも産業
界で活躍する人材の育成に重点が置かれていることが理解される。
　これまで明治大学では，残念ながらMOTの教育プログラムの開発に関して立ち遅れていたこ
とを認めざるを得ない。しかしながら，大学としてまったくこの問題に関わってこなかったわけ
ではない。2001年度には公開講座・実施指導として長野県飯田市と共催で「飯田産業技術大学」
を開催しており，またリバティ・アカデミー公開講座「冨士フイルムの技術力と環境経営」を開
催している。2002年度にはリバティ・アカデミー公開講座「実践・マーケティング戦略セミナー」
も行われた。しかしながら，これらは大学院レベルの本格的MOT教育とは言い難く，早急に新
たなMOTプログラムを開発する必要性があるものと思われる。
　このような問題意識に基づき，筆者らは2003年度「技術経営に関する教育プログラムの調査・
開発研究」を明治大学大学院共同研究に応募し，採択された。この共同研究プロジェクトは，理
工学研究科の大滝教授（研究代表者）を中心に，同研究科の向殿教授（理工学研究科委員長・理
工学部長）と宮城助教授，経営学研究科の佐野教授と大石（筆者，教授・経営学研究科委員長），
商学研究科の山下（筆者，教授）の6名によって構成され，研究科横断的かつ文理融合であると
ころに特徴がある。
　この共同研究では，①品質開発マネジメント技術（大滝），②品質工学（宮城），③改善・イノ
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ベーションのためのマネジメント・モデル（山下），④技術戦略（佐野）の4科目についてMOT
教育プログラムを開発する一方で，産業界とのコラボレーションを推進し（向殿と大石），人材
の交流や今後の技術経営教育のあり方について検討していくものである。
　MOT共同研究メンバーのうち，’筆者2名（山下と大石）は明治大学学術フロンティア推進事
業「先端的グローバル・ビジネスとITマネジメントーGlobal　e－SCMに関する研究」大型研究
プロジェクト（以下「本大型プロジェクト」と呼ぶことにする）のメンバーであり，山下は研究
代表者として，大石はグローバル・ビジネス・サブプロジェクトの中心メンバーとして2002年
度より5年間の計画で積極的に研究活動を展開している。
　本稿は，上記MOT共同研究において筆者（山下）が開発を担当する教育プログラム「改善と
イノベーションのためのマネジメント・モデル」と，本大型プロジェクトの研究成果との関係に
ついて論じるものである。現在の企業は，グローバル化と情報化が著しく進展する状況下に置か
れており，これらのシナジーをめざした本大型プロジェクトの研究成果は，MOTに対しても多
くの接点を持つと同時に，重要な示唆を与えるものであると考えられる。
　例えば，近年企業で最も注目度の高いマネジメント・モデルであるサプライチェーン・マネジ
メント（Supply　Chain　Management；以下「SCM」と表すことにする）は，本大型プロジェ
クトの中心的研究テーマであり，企業活動のグローバル化にともなうSCM→Global　SCMの流
れや，情報化にともなうSCM→e－SCMの流れ，さらにはそれらのシナジーを生み出すための
Global　e－SCMのコンセプトは，まさにMOTの趣旨にフィットした教材となるであろう。とり
わけ，Global　e－SCMは世界に先がけて本大型プロジェクトが提唱しているマネジメント・コン
セプトであり，これをMOTの教育プログラムに反映させることは，最新の研究成果を教育に還
元する役割を果たすと同時に，本学のMOTプログラムのオリジナリティを高める効果を発揮す
るものと考えられる。
　また，本大型プロジェクトがキー・コンセプトとして位置づけている「効率性重視の管理（コ
ントロール）から創造性重視の支援（サポート）へ」や「予期せぬ成功をもたらす柔らかい組織」，
そして「BtoB＆cでの二重の情報共有による顧客活性化」は，山下が開発するMOTプログ
ラムのテーマ「改善とイノベーション」の源泉となるものである。
　以上のような考え方に基づき，本稿ではMOTプログラム「改善とイノベーションのためのマ
ネジメント・モデル」と学術フロンティア「先端的グローバル・ビジネスと．ITマネジメントー
Global　e－SCMに関する研究」が密接な関連を持つ3つのテーマ「知識と情報に関する概念モデ
ル」，「SCMと拡張代替的双対モデル」，「柔らかい組織と柔らかいSCMの概念」を取り上げ，
それらの関連性について論じていくことにする。
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2．開発を予定しているMOT教育プログラム「改善とイノベーションの
ためのマネジメント・モデル」の概要
　筆者（山下）が開発を予定している「改善とイノベーションのためのマネジメント・モデル」
は，技術者が改善を進め，イノベーションを達成するための経営モデル論を，技術者に対して教
育するためのMOTプログラムである。したがって，アンダーライン部の2点において「二重に
技術者志向的な経営モデル論プログラム」であるところに，この科目の最大の特徴がある。おそ
らく，このようなプログラムはわが国初のものではないかと思われる。本プログラムは，「効率
性重視のコントロールから創造性重視のサポートへ」，「改善やイノベーションの本質は解の導出
過程よりも問題探索過程にある」，「情報共有から知識共有へ」という基本コンセプトのもと，支
援，改善，イノベーション，ゴミ箱モデル，組織学習，業績評価，ベンチマーキング，BPR，
SCM，　KCM（Knowledge　Chain　Management）等のテーマと，力タストロフィー理論，ベク
トル幾何学，ファジィ理論，心理統計学，多変量解析等の工学的方法を融合させた経営モデルの
教育プログラムを開発するものである。これにより，改善とイノベーションに焦点を当てた「技
術者による技術者のための経営モデル論」を展開し，技術者に対する経営教育への貢献を図るの
である。
　これまでの経営モデル論や組織論では見落とされがちであったが，組織設計や組織行動・学習
モデル，さらには業績評価情報の分析において，システム的思考や数学・統計学的基盤は非常に
重要な役割を果たす。このような基盤をあらかじめ身につけている技術者には，独自の経営教育
プログラムが必要ではないかと思われる。
　その独自性とは，技術者に不足している経営知識を注入することのみならず，システム的思考
や数学・統計学的基盤を所与のものとしながら，これらを，改善・イノベーションのための経営
モデル論に活用していくことを意味する。すなわち，専門外の人間（技術者）に経営の教育を行
うというよりも，技術者の持っている工学的基盤を経営の領域で積極的に活かしていこうとする
経営教育プログラムである。
　このプログラムは，12のモジュールから構成されており，それらの概要については以下の通
りである。
　①イントロダクション，管理から支援へ（経営モデル論における工学的アプローチの必要性，
　　効率性重視のコントロールから創造性重視のサポートへ）
　②改善とイノベーション1（改善一イノベーションのカタストロフィー・モデル）
　③改善とイノベーションH（組織変革に対する抵抗，問題探索エネルギーと解の導出エネル
　　ギーのパラドクス）
　④予期せぬ成功と柔らかい組織1（学習と疲労を考慮したゴミ箱モデル）
　⑤予期せぬ成功と柔らかい組wa　ll（予期せぬ問題にアジルに対応する柔らかい組織）
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組織学習1（専門的学習と幅広い参加的学習のシミュレーション・モデル）
組織学習H（改善のための中次学習とイノベーションのための高次学習）
組織設計1（ベンチマーキングの概念モデル［9］とタッキング・マネジメント）
組織設計ll（BPRと代替的双対モデル）
組織設計皿（柔らかいSCM，　Global　e－SCMと拡張代替的双対モデル）
組織設計IV（知識共有モデルとナレッジチェーン・マネジメント；KCM）
業績評価（評定データのスケーリング・モデル［15］と評定バイアスの統計的性質［16］）
3．MOT教育プログラムに活用する学術フロンティア研究成果
（1）Global　e－SCM研究とMOT
　筆者らの学術フロンティア大型研究プロジェクトは，そのタイトル「先端的グローバル・ビジ
ネスとITマネジメントーGlobal　e－SCMに関する研究」からもわかるように，　SCMのマネジ
メント・モデルを基礎にして，企業活動のグローバル化と情報化の流れをこの中に積極的に取り
込むことを意図したものであり，MOTプログラム「改善とイノベーションのためのマネジメン
ト・モデル」との接点は多い。したがって，このMOTプログラムに活用すべき本大型プロジェ
クトの研究成果は多い。
　SCMは現在，企業において非常に注目度の高いマネジメント・モデルであり，技術者が経営
を学ぶ際のタイムリーかつ基礎となる教材であろう。とりわけ，「個別企業の全体最適化からサ
プライチェーン全体の最適化へ」や「TOCに基づくスケジューリング」は，　MOTに対する技
術者の親近感を高める役割を果たすものであると考えられる。
　また，グローバル化の流れを取り込んだGlobal　SCMにおける「地球規模での全体最適」（こ
れを筆者ら［1コは「Global　Global　Optimum」と呼んでいる）や，情報化の流れを取り込んだ
e－SCMにおける「B　to　B＆C」（Business　to　Business＆Consumer［2］）のコンセプトは，
従来のSCMの領域を拡張することによる，幅広い経営的視野を技術者に植え付ける役割を果た
すのではないかと思われる。さらに，これらのシナジーをGlobal　e－SCMによって追求するコ
ンセプトは，相対的に増大する時間的・空間的制約の中での技術者の問題解決能力を向上させる。
　以下では，このような考え方に基づき，本大型プロジェクトのGlobal　e－SCM研究の成果を筆
者（山下）の開発するMOTプログラムに活用する際に核となる3つのテーマ「知識と情報に関
する概念モデル」，「SCMと拡張代替的双対モデル」，「柔らかい組織と柔らかいSCMの概念」
を取り上げ紹介する。また，これらが本MOTプログラムにおいて果たす役割について述べてい
くことにする。
②　知識と情報に関する概念モデル
BPR（Business　Process　Reengineering）が脚光を浴びた1990年代後半以後，情報共有の重
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要性は広く社会に，とりわけ企業において強く認識されるようになった。ITを最大限に活用し
ようとするBPRのアプローチが，情報共有への関心を高めたのである。このようなIT活用に
よる情報共有化のアプローチは，その後のSCMにおいても引き継がれている。
　その一方で，組織において「情報共有」のみでは不十分であり，これに「知識共有」が加わっ
てこそ意味があるという指摘がなされ始めている。本MOTプログラムの改善やイノベーション
においても，情報のみならず知識の共有が重要な役割を果たすことは，誰もが認めるところであ
ろう。このような「知識」に対する注目は，ナレッジ・マネジメント（Knowledge　Manage－
ment；KM）が契機となっているのではないかと思われる。それでは，知識と情報はどのように
異なるのであろうか。この問題に対して，山下［3］は，Traub＆Wazniakowski［4］のIBC
（lnformation　Based　Complexity）に基づき，情報を「局所的情報」として，また知識を「大
局的情報」として位置づける視点を提示している（図1）。
一嘘　　と瓢離
　　　図1大局的情報と局所的情報
　これによれば，広義の情報は，狭義の情報（局所的情報）と知識から構成され，一般的に言わ
れる「情報」は多くの場合，狭義の情報に相当するということになる。さらに，知識を「情報か
ら人間が知ろうとしている状態を推測するための写像f］として位置づける「知識と情報に関す
る概念フレームワーク」を提案している。
　その上で，情報（局所的情報）は「断片的で汚れている」［5］ため，知識はこれらの断片的な
情報を「滑らかに関係づける」役割を果たし，知識の価値が，①より多くの情報を関係づける広
範さと，②その際の滑らかさにあるという視点を提示している。①の広範さは，知識がより多く
の情報を説明可能であるべきことを意味する。逆に言えば，例外や異常値として取り扱われる情
報が少ないことが望ましいのである。このことは，知識の持つ「説明可能性」の大きさを表して
いる。②の簡潔さを向上させるためには，生み出す知識がシンプルで滑らかなものである必要が
ある。ここで，知識がシンプルであるということは，変数やパラメータが少なく，かつ関数の次
数が小さい，あるいは場合分けが少ないことを意味する。これらが実現されれば，対象となる情
報を簡潔に関係づけるような「良い知識」が生成されることになる。
　そこで，人間は汚れ（誤差，雑音）を落としながら，なるべく多くの情報を簡潔に，そして滑
らかに関係づけることで，状態Tに関する知識ノを生み出し，状態Tを推測するのである。こ
れにより推測した状態をT’とすれば，T’＝／（X）となり，知識ノはX→T’の写像として位置
づけられる。すなわち，我々は状態Tをなるべく正確に知るために，多くの情報Xを集め，情
報の汚れを落としながら，なるべく多くの情報を簡潔に関係づけることにより，X→Ttの写像
としての知識／を生成するのである。
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　しかしながら，知識の広範さや説明可能性を大きくしようとすると，知識が複雑になりやすい。
そこで，知識を単純化し滑らかなものにしようとすると，逆に知識の広範さや説明可能性が低下
しやすい。すなわち①と②の間にトレードオフの関係が介在するのである。ここに，「良い知識」
を生み出すことの難しさが潜んでいる。我々人間はこのトレードオフに対抗することにより，知
識を生み出していくことになる。こういった議論をふまえて，山下［3］は，①と②の間にトレー
ドオフの関係が介在するところに「良い知識」を生み出すことのむずかしさが潜んでいることを
指摘した上で，知識を生み出すという知的・創造的活動の本質がこのトレードオフに対抗すると
ころにあることを示唆している。
　本MOTプログラム②改善やイノベーションにとって，知識と情報の概念整理はその理論的基
盤を与えるものであり，その意味から「知識と情報に関する概念フレームワーク」の果たす役割
は大きいものと思われる。また，知識を「情報から我々が知ろうとしている状態を推測するため
の写像」として捉える視点は，この問題に対する技術者の理解を容易にする一方で，知識の広範
さと滑らかさのトレードオフは，技術者が「モデル」を構築する際に留意すべき点を示唆するも
のとなるであろう。
（3）SCMと拡張代替的双対モデル
　近年，BPRに行き詰まりを感じた多くの企業が，　SCMへとその関心をシフトさせている。そ
れは，企業間競争から「企業群」間競争へと競争の舞台が拡大する中で，個別企業の最適化をめ
ざすBPRのアプローチでは激しい企業群間競争に対応しきれず，供給連鎖の全体最適をめざす
SCMに魅力を感じているからではないかと思われる。しかしながら，そのSCMも「思い通り
に進まない」，あるいは「効果が表れない」と嘆く声が広がり始めている。これに関して，筆者
らは本大型プロジェクトの初年度の研究成果をまとめた著書「グローバルSCM」［1］の中で
「SCMにおける合意形成の脆弱性」の概念を提示している。その上で，このような脆弱性の要
因として，SCMの全体最適化の思想はとても美しいため容易に合意が形成されるが，実際には
単なる流行に乗るかたちでSCMに飛びついている人や，単なるIT活用の手段と勘違いしてい
る人が多いことを指摘している。すなわち，SCMの本質をよく理解していないのである。
　上記のような問題意識に基づき，本MOTプログラムでは，技術者に対して経営的観点からの
SCMの理解を容易にするために，筆者（山下［6コ）の「拡張代替的双対モデル」を活用してい
くことにする。これは，青木の双対原理［7］，HammerらのBPR［8］，高橋の1－I　chart［9］
のフレームワークを理論的基礎として，これまで個別企業を対象としてきた「代替的双対モデル」
［10コをサプライチェーン全体に「拡張」したものである。また，このモデルはBPRとSCMの
全体最適における「全体」の範囲の違いを表現すると同時に，SCMと日本（とりわけJITシス
テム）および米国（とりわけBPR）の組織特性との間の比較を容易にするものである。
　これにより，SCMとBPRの関係について，技術者に次のようないくつかの示唆［6］を与え
ていくことにする。
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　①両者は，ともに自律分散型の業務プロセスであるという点において共通している。これは，
　　個の自律性の尊重を基本とした組織運営スタイルによるものであり，BPRにおいては部門
　　あるいは個人の自律性，SCMにおいては企業，部門，個人の自律性を意味する。そのため，
　　企業，部門，個人の主体的・能動的な問題解決が要求される。
　②上記のともに「自律分散型の業務プロセス」は，それによる局所最適の追求を防止するた
　　めの方策を必要とするが，それが「IT，とりわけ情報ネットワークの積極的活用による情報
　　の共有化」である点で両者が一致している。SCMは，個別企業からサプライチェーン全体
　　への次元の拡張の際に，局所最適（部分最適）を防止するための方策という点において，
　　BPRの方法論を基本的にそのまま受け継いでいる。
　③SCMとBPRにおける，上記の局所最適を防止するための「ITの積極的活用による情報
　　の共有化」に，「自律分散型の業務プロセス」を加味すると，それは，山下ら［11］の提示
　　しているOJCの考え方と一致する。すなわち，　OJCにおいて，組織のセンターから実行部
　　門や実務担当者に意思決定機能を権限委譲することは，上記の「自律分散型の業務プロセス」
　　に相当し，「自働化」［12］されたメンバーがPC＆LANを活用して能動的に情報を処理し，
　　その情報を関係者・関係部門で共有することは，上記の「ITを活用した情報の共有化」に
　　相当する。したがって，SCMとBPRでは，活発なOJCが要求されることになる。
　さらに，日本において系列親企業を中心とした企業グループ（JITシステムが典型例）への高
い帰属意識・忠誠心が分権的な業務プロセスによる局所最適の追求を防止するという役割を，
SCMではIT，とりわけ情報ネットワークの積極的活用による「情報の共有化」が果たすことに
なる。拡張代替的双対モデルによれば，下記のようなSCMとJITシステムの相違点・類似点
［6］を指摘することができる。
　①JITシステムでは最終工程の生産のスピードにすべての前工程が合わせ込むのに対し，
　　SCMではボトルネックのスピードに他のすべての工程が合わせ込む（相違点）。
　②両者とも水平的コーディネーションに基づく自律分散型の業務プロセスを志向している
　　（類似点）。
　③両者とも「自律分散型の業務プロセスによる局所最適の追求」を防止する方策を有してい
　　る（類似点）。
　④JITシステムでは系列親企業を中心とした企業グループへの一体感・忠誠心が上記の局所
　　最適を防止しているが，SCMではBPRと同様にITの積極的活用による情報の共有化がこ
　　れを防止している（相違点）。
（4）　柔らかい組織と柔らかいSCMの概念
　組織において，環境の変化を素早く察知する問題探索エネルギーと，失敗を恐れない，また責
めない前向きな姿勢はとても重要である。このような積極性と柔軟性，そして迅速性を兼ね備え
た組織が「柔らかい組織」（loosely　coupled　system［13］）なのである。失敗を恐れて何もしな
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いのでは全く前に進まないが，多少のずれがあってもゴールに向かって行動を起こすことによっ
て，着実にゴールに近づいていくことができる。
　このようなアジリティとチャレンジ精神こそが，これからの技術者に求められる重要な要素で
あろう。人間の知的・創造的活動を通して付加価値の高い製品・サービスを生み出し，それがグ
ローバル競争に勝ち残っていくための源泉となるのである。従来の単なる設計図どおりの仕事の
進め方では不十分である。これからの技術者は，自身のアジリティとポジティブな姿勢によって，
新たな技術を創造すると同時に，新たな組織（システム）を創造することが要求される。MOT
はそれをサポートするための教育プログラムである。
　このことは，SCMにおいても同様である。　SCMのゴールたる全体最適の方向性も，環境の
変化によって常に変動している。それぞれのメンバーは，全体最適の方向性の動きに合わせて，
自己の行動を微調整しながら，環境の変化に「柔軟」に対応していかなければならないのである。
また，SCMのキー・コンセプトとなるCS（Customer　Satisfaction）のための方策においても，
顧客のニーズの変化に合わせて常に柔軟な対応が求められる。しかも，顧客のニーズの変化は一
段と激しさを増し，「満足」をもたらす要因も大きく変化しつつある。サプライチェーン全体で
のスループットを高め，安く品質の高い製品を供給するだけでは満足してくれるとは限らなくなっ
てきているのである。その典型的な例が，近年クローズアップされつつある環境問題に対する顧
客の考え方の変化であろう（これに関して，山下［14］は「循環型SCM」構築の必要性を指摘
している）。
　本大型プロジェクトにおいて松丸・山下［4］は，以上のことをふまえ，「柔らかいSCM」の
コンセプトを提示している。そして，「堅いSCM→柔らかいSCM」のパラダイム・シフトの必
要性を指摘している。このコンセプトは，SCMにおいて問題と解の結びつきは固定的なもので
はなく（loose　coupling［16］），多少のズレはあっても全体最適（ゴール）をめざして前進し，
微調整を繰り返しながら（継続的改善）柔軟にかつ未来志向的に行動すべきことを主張するもの
であり，次のような要素によって構成されている。
　①相互作用性
　②情報の非対称性
　③情報の相互依存性
　④柔らかい解の導出
　⑤協調と競争の併存
　⑥個の自律性の尊重とフレキシビリティ
　⑦在庫とリードタイムのトレードオフ
　⑧デフレ構造下のコストダウン
　ここで，柔らかいSCMの「柔らかい」が表現している意図は，「問題と解の柔らかい結合」
と「柔らかい組織」にある。SCMにおける解（ゴール）は明確であるとは限らず，その不明確
なゴールに向かって組織は問題設定を微調整しながら柔軟に対応していかなければならない。柔
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らかいSCMにとって，失敗を恐れない，また責めないチャレンジ精神と，予期せぬ問題や不明
確なゴールに対するアジルな対応が，その源泉となるのである。これにより，企業に対して，従
来のSCMの「サプライチェーンを構成する企業やボトルネックや全体最適の方向性はコンクリー
トなものである」という考え方への反省を促すわけである。
　本MOTプログラムは技術者に対して，上記のような「堅いSCM」では刻一刻と変化する経
営環境に柔軟に対応することができずに，サプライチェーンを構成する企業群が衰退してしまう
危険性を示唆していきたい。
4．おわりに
　本稿では，グローバル化と情報化が著しく進展する現在の企業環境をふまえて，これらのシナ
ジーをめざした明治大学学術フロンティア推進事業「先端的グローバル・ビジネスと1Tマネジ
メントーGlobal　e－SCMに関する研究」大型プロジェクトの研究成果が，　MOTに対して多くの
接点を持つと同時に重要な示唆を与えるものであるとの認識に基づき，明治大学大学院共同研究
において筆者（山下）が開発を担当するMOT教育プログラム「改善とイノベーションのための
マネジメント・モデル」と，本大型プロジェクトの研究成果との関係について検討した。
　まず，上記MOTプログラムの概要について紹介し，このプログラムは，技術者が改善を進あ
イノベーションを達成するための経営モデル論を，技術者に対して教育するという点において
「二重に技術者志向的な経営モデル論プログラム」であることを示した。また，技術者に不足し
ている経営知識を注入することのみならず，システム的思考や数学・統計学的基盤を所与のもの
としながら，これらを改善・イノベーションのための経営モデル論に活用していこうとする姿勢
について述べた。
　次に，企業において非常に注目度の高いSCMは技術者が経営を学ぶ際のタイムリーかつ基礎
となる教材となること，またグローバル化の流れを取り込んだGlobal　SCMにおける「地球規
模での全体最適」（Global　Global　Optimum）や，情報化の流れを取り込んだe－SCMにおける
「BtoB＆C」のコンセプトは，従来のSCMの領域を拡張することによる，幅広い経営的視野
を技術者に植え付ける役割を果たすことを指摘した。さらに，これらのシナジーをGlobal
e－SCMによって追求する本大型プロジェクトのコンセプトは，相対的に増大する時間的・空間
的制約の中での技術者の問題解決能力を向上させることを示唆した。
　その上で，これらのMOTプログラムと大型プロジェクトの研究成果が密接な関連を持つ3つ
のテーマ「知識と情報に関する概念モデル」，「SCMと拡張代替的双対モデル」，「柔らかい組織
と柔らかいSCMの概念」を取り上げ，それらの関連性について論じた。
　以上の議論により，本大型プロジェクトの研究成果をMOTの教育プログラムに反映させるこ
とが，最新の研究成果を教育に還元する役割を果たすと同時に，本学のMOTプログラムのオリ
ジナリティを高める効果を発揮しうることを示唆した。今後，このMOT共同研究では，教育プ
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ログラム開発と並行して行っている国内・海外での先進事例（東北大学，早稲田大学，芝浦工大，
信州大学，MIT，ハーバード，スタンフォード
大学院としての教育支援体制やケーススタディ，
していきたい。
UCバークレー等）の調査をふまえて，大学・
さらには産業界との連携のあり方について検討
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